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令和４年度 青少年育成運動活性化研究協議会 開催要項 
 

１ 目 的   

  道内各地において、青少年育成運動や非行防止活動に取り組んでいる関係者やボランティアの 

方々を対象として、運動の現状や課題、今後の進め方について共通理解を深め、それぞれの地域 

における今後の青少年育成運動の活性化を図るため開催する。 

 

２ 主 催  

公益財団法人北海道青少年育成協会 

 

３ 後 援 (予定)  

  北海道 北海道教育委員会 札幌市 札幌市教育委員会 

 

４ 日 時   

  令和４年 １１月 １１日（金）１０：３０～１５：００ 
 

５ 会 場   

道民活動センター（かでる２・７） ４階 大会議室ほか（札幌市中央区北2条西7丁目） 

（TEL：011－204－5100 ／ FAX：011－271－9827） 
 

６ 参加対象   

（１）北海道青少年育成運動推進指導員 

（２）青少年育成に関する行政機関・団体の各種委員等 

（青少年問題協議会委員、民生委員児童委員、社会教育委員、公民館運営審議会委員、青少年

補導センターの補導委員、少年補導員等） 

（３）青少年育成関係団体（青年団体､女性団体、ＰＴＡ､子ども会育成会等）の会員 

（４）青少年育成運動を進めている住民組織（市町村民会議、町内会、自治会等）の会員 

（５）総合振興局・振興局、教育局､市町村の青少年行政関係職員 

（６）更生保護関係者（保護司、更生保護女性会員等） 

（７）その他本研究協議会の趣旨に賛同するボランティア等の方  々

 

７ 日 程   

    10:00 10:30    10:40           11:50    13:00                     15:00  

受 付 開 会 基調講演 昼 食 分 科 会 閉 会 

 

８ 内 容   

（１）基調講演 

    演題：「不登校・ひきこもりの子ども達にどう寄り添うか 

 －子ども・家庭のＳＯＳに地域の大人ができること－」 

    講師： 齋 藤 暢
ちょう

 一
い ち

 朗
ろ う

 氏 

（北海道教育大学大学院教育学研究科学校臨床心理専攻 准教授） 

      （ＮＰＯ法人メンタルコミュニケーションリサーチ理事長） 
 

齋藤氏は、臨床心理士として主に不登校支援、ひきこもり支援を専門としており、長期化の事例に 

対しては、家族介入と訪問支援によるアプローチ方法を研究する傍ら、医療、福祉、教育、司法面接

等の臨床にも携わっています。 

また、ＮＰＯ法人メンタルコミュニケーションリサーチの理事長も務められ、札幌駅前にカウンセ

リングルームconnect (コネクト)を構え、こころの不調を抱えた方への専門的な心理療法をはじめ、

仕事・学業や人間関係の悩みのカウンセリングも行っています。 
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（２）分 科 会 
 
   

 第１分科会  テーマ「コロナ禍で実践している地域活動の共有」 

～ いま、求められる取組と支援 ～（グループワーク） 
 

■コーディネーター：北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課社会教育指導係 
 
 

 第２分科会  テーマ「地域と子どもが“つながる”活動」 

～ 地域活動に子ども達を参画させるために ～ 
 

■話題提供：「地域とつながる、地域が元気になる、地元が好きになる！」 

－∞
マルマル

ゼミの活動（中高生ボランティア養成事業）－ 

発 表 者：上士幌町教育委員会生涯学習課 

地域協働専門員 明石 穂乃香 氏 
 
 

 第３分科会  テーマ「コロナ禍における家庭が抱える問題」 

～ 必要な支援を子ども・家庭に届けるために ～ 
 

■話題提供：「地域のお寺が“助けて”と“助けたい”の思いをつなげる」 

        －おてらおやつクラブの活動現場から－ 

発 表 者：浄土真宗本願寺派 覚王寺 住職  内平  淳一 氏 

認定ＮＰＯ法人おてらおやつクラブ 深堀 麻菜香 氏 

 

９ 参加申込み   

（１）次のいずれかの方法により、お申し込みください。 

 ＦＡＸによる申込み方法  

別紙「参加申込書」に記載の上、ＦＡＸにより、送付してください。 

■当協会ＦＡＸ番号：（０１１）２３１－６４５７  

 当協会ホームページからの申込み方法  

『各種ダウンロード』ページより、本研究協議会の参加申込書をダウンロードし記入した後、 

ファイルとして保存の上、メールに添付し、送付してください。 

■当協会ホームページ ： http://www.ikuseikyo.jp/ 

■当協会メールアドレス： youth@ikuseikyo.jp 

 

 （留意事項） 

・市町村又は市町村教育委員会の参加希望者は、それぞれ主管課で取りまとめの上、お申し込

み願います。 

・札幌市においては､子ども未来局子ども育成部子どもの権利推進課で､市内１０区分の職員や

青少年育成委員等の関係者を取りまとめの上、お申し込み願います。 

（２）参加希望分科会は、会場の都合により調整させていただく場合がありますので、 

別紙「参加申込書」に、必ず 第二希望まで記入してください。 

 

（３）申込期日  令和４年１０月２８日（金）必着 

申 込 先  公益財団法人北海道青少年育成協会 

         060-0005 札幌市中央区北5条西6丁目 第二道通ビル６階 

Tel：011－231－6451 ／ FAX：011－231－6457 

 

当協会HP 

QRコード 
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10 その他  

 

■新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

 ・会場である「かでる２・７」では、３密等を避けるため、利用定員を制限している関係上、 

事前にお申込みのない方のご入場をお断りする場合がありますので、ご了承願います。 

 ・当日はマスクの着用のほか、会場入口にアルコール消毒液を設置しますので、手指消毒の 

徹底をお願いします。 

  また、会場入口でのサーモグラフィー装置による検温を実施し、「37.5度以上の発熱」が 

  ある方や「体調不良の方」は入場出来ませんので、ご了承願います。 

 ・北海道コロナ通知システムを導入し、ＱＲコードをわかりやすい場所に掲示します。 

・新型コロナウイルス感染症の状況により、研究協議会が中止になる場合があります。 

その場合、当協会のホームページによりお知らせいたします。 

 

■本研究協議会の参加者名簿について 

 個人情報保護等の観点から配付しませんので、ご了承願います。 

 

■昼食について 

弁当(お茶付き６００円)を斡旋しますので、希望者は、別 紙参加申込書の欄に○印をつけて 

ください。 

代金は、当日１０時３０分までに「食券引換の受付」で、お支払いください。 

 

■ご来場の交通手段について 

公共の交通機関等をご利用ください。会場のかでる２・７に駐車はできません。 
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 別 紙  

 

 

 

市町村・団体名                                                   

 

担 当 者 所 属                                        

 

担 当 者 氏 名                    電話番号             

 
 

番号 氏  名 所 属 機 関・団 体 名 
 参加希望分科会 昼食希望 

○印 第一希望     第二希望 

１     
 

２     
 

３     
 

４     
 

５     
 

 

 

当協会ホームページからも、お申し込み可能です。 

『各種ダウンロード』ページより、本研究協議会の参加申込書をダウン 

ロードし、記入した後、ファイルとして保存の上、メールに添付し、 

送付してください。 

■当協会ホームページ  ： http://www.ikuseikyo.jp/    

■当協会メールアドレス：  youth@ikuseikyo.jp       

 
 
 

 
公益財団法人 北海道青少年育成協会 

060-0005 札幌市中央区北 5条西 6丁目 第二道通ビル 6階 

                TEL：（011）231-6451 FAX：（011）231-6457 

             担当：事業グループ 福 田 

 

当協会HP QRコード 

 

http://www.ikuseikyo.jp/
mailto:youth@ikuseikyo.jp

